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構 成 比 対 全 国 比










































































































































































































































































































































































































銑鉄鋳物    138万t
ガス機器   1,432億円
ガラス     1,613億円
プラスチック   67千t
金属工作機械 3,433億円
自動車部品  21,615億円





碍子      51,184t
毛織物     8,483ポ
タイル    5,094万ポ








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































じた。同 社 の ユ ーザ ー に はMPU(MicЮ
45 経済産業省中部経済産業局,前掲書,97-101
ページ。
PЮcessing unit)のメーカーが圧倒的に多く,
信号処理がより高速にできるICの開発をして
いる。周波数の上昇に伴い,セラミックで対応
できていた電気的な特性に問題が生じた。
絶縁体に樹脂を,電極に銅を使い,多層的に
構成したのがオーガニックパッケージである。
日本特殊陶業は,2番手であったが製品化に取
り組み,セラミックスとオーガニックの両方の
パッケージを生産しているのは同社だけであ
る.%
4.3.3.日本版スペースシャトル用軽量耐熱
タイル開発<ノリタケカンパニーリ
ミテド>
日本版スペースシャトルには,コルク材の1/
5ほどの超軽量の耐熱タイルの開発が必要で
あった。(ガスタービン向けに繊維強化セラミッ
クスを1989年に開発した)ノリタケカンパニー
リミテドに,その開発が委ねられた (92年)。
宇宙分野の材料やエンジンは戦略物資で,各
国は技術を安易に外には出さない。このため,
耐熱タイルは自国での開発が必要不可欠であっ
た。繊維をセラミックに加えることにより,1
立方 cmあたり0.lgというコルク材の1/5の軽
さを実現した。繊維を立体的に絡める技術は,
洗濯の柔軟仕上げ剤のコマーシャルにヒントを
得てその原理を応用したものという。開発した
セラミックには,(吸収した熱を電磁波として
空気中に放射し1800℃でも溶けない)耐熱ガラ
スをコーティングした。i。
この耐熱タイルに使われている「成形,乾燥,
焼成」という3つの要素技術は,森村グループ
46 経済産業省中部経済産業局,前掲書,114-5
ページ。
47 経済産業省中部経済産業局,前掲書,123-7
ページ。
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の他の4社にも共通するものである。
4.3.4.マイクロセラミックスの開発<日本
ガイシ>
「マイクロセラミックス」は,日本ガイシの武
内幸久氏 (マイクロセラミックス研究室長)が
つくった造語である。セラミックスでマイクロ
マシンをつくるといった独創的な構想に基づき,
マイクロセラミックスという新分野を切り開い
た。
マイクロセラミックスの発想を実現するため
に,圧電セラミックスの研究に取り組み, イン
クジェットプリンタ用のマイクロアクチュエー
タ,DNAチップの製造装置,次世代ディスプ
レーなどの優れた商品を生み出した。
インクジェットプリンタの印字ヘッドに取り
付けられた圧電セラミックスからなるマイクロ
アクチュエータは1994年に発売されたが,低い
電圧でも可能な高画質プリンタは1999年末に
は日本市場の6割に迫った。
次に商品化されたのは,DNAチップの製造技
術である。日立ソフトウェアエンジニアリング
のパートナーとして, インクの代わりにDNA
の入った溶液を噴射させるマイクロポンプ式製
造装置を開発し,DNAチップを高速・ 高品
質・低コストで製造することを可能にした。マ
イクロセラミックスの製品化の第二弾として開
発された世界初の圧電セラミックスは,画像が
きめ細かく真横や真下からでも見やすいという
特徴がある.ゝ
48 経済産業省中部経済産業局,前掲書,128-31
ページ。
4.3.5.タイル生産における技術革新
<:NAX>
高度成長以前の日本では,内装タイルや外装
タイルの使用は,現在ほど幅広 く浸透していな
かった。 トンネル窯を使って素焼き。本焼きを
行うという従来のタイル製法は,小型タイルの
大量生産に適したものであった。
トンネル窯は,場所によって温度が違い,耐
火物の箱の大きさで製品の大きさが決まり細か
いタイルしか作れないなど,つくるモノの種類
と量が規定されてしまい多品種少量生産には向
かない。
1970年頃から,形状や色合いの異なるタイル
の生産が求められるようになり,多品種少量生
産のしやすい製造技術の開発の必要性が高まる。
内装タイル生産における技術革新
「石灰質陶器素地」の開発は,内装タイルにお
ける大きな技術革新であった。これによって,
寸法が極めて安定し,耐火物の箱を使わない
「裸焼き」が可能になり,量産できるようになっ
た。
「石灰石亜鉛釉薬」も,内装タイルで特殊に発
達したものである。吸水による変化を出さない
釉薬としてつくられ, さらにジルコンを入れる
ことで,素地の色が見えないような工夫がなさ
れ,なおかつ光沢のある釉薬にすることができ
る。この技術が出てきたのは1945-55年頃で,
20-40年ぐらいかけて出来上がった釉薬である。
1970年代後半に先鞭をつけた淡陶 (タイル
メーカー)のブランカや,DTAXのリベイナは,
ほとんど収縮しない磁器質の素地調合で, これ
によって寒冷地でも温暖地と同じようなタイル
が使用できるようになった1ゝ
49 経済産業省中部経済産業局,前掲書,117-8
ページ。
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内装タイルの「迅速焼成」,「迅速一度焼き」
素地開発,焼成技術開発,釉薬の開発によっ
て,トンネル窯から「ローラー・ ハース・ キ
ルン」への移行が可能になった。ローラ ・ーハー
ス・キルンを最初に手がけ,最初に量産に使っ
たのはINAXである。イタリアやアメリカで別
の用途に使われていたローラー・ ハース 。キ
ルンを導入し,調合法を開発し素地も全部つく
り直した。1973-4年頃に本格的に生産を始め,
大々的に広まったのは1980年代である。これ
により,多品種の多様なサイズのモノがつくれ
るようになった。
ローラ ・ーハース。キルンの導入により,
焼成時間は36時間から20分程度へと大幅に短
縮する「迅速焼成」が実現した。生産性が上昇し,
燃料消費も2000→400kca■gへと1/5に短縮
した。
合理的な究極の技術目標として,1970年代か
ら取り組まれたのは,耐火物の箱なしで窯に入
れて本焼きまで一気に行う「迅速一度焼き」の
開発である。石灰質陶器素地の使用,油圧プレ
ス成形による寸法精度の向上などにより,素焼
きを省き,一度の迅速焼成で内装タイルを焼き
上げる「迅速一度焼き」が,1988年にようやく
できるようになる5%
床タイル生産における技術革新
床タイルの場合も,利用が浸透したのは,
ローラ ・ーハース。キルンで焼けるようになっ
てからである。1980-90年代にかけて一気に広
まり,非常に大きな市場になった。
床タイルは,磨耗性に強くするために強度が
必要なので磁器質である。磁器質タイルは,高
温焼成時に柔らかくなるので支えが必要である。
50 経済産業省中部経済産業局,前掲書,118-9
ページ。
支えになるセッターという耐火物の焼き板の上
にタイルを載せ焼成するため,焼成時間は短 く
ならず,焼き板よりも大きなタイルは作れな
かった。
それが調合法の開発と周辺技術の開発によっ
て, ローラーの上でタイルを転がしながら焼 く
方法が開発され,セッターという耐火物がなく
ても焼けるようになった。これが,迅速焼成,
ローラ ・ーハース。キルンの一度焼きである51。
緻密なタイルでは,滑りという問題が発生す
る。これを防止するために,NAXは1991年に
滑りにくいタイルを発売した。しかも,人の滑
りについての規格を作ったことで,床タイルが
安心して使える床材になった5t
5.おわりに
名古屋圏は,わが国最大のセラミックス関連
産業の集積する地域である。この1世紀の間に
名古屋圏では,伝統的セラミックスからファイ
ンセラミックスに至る各種技術が継起的に発展
し,総合的なセラミックス産業へと展開するに
至っている。
それらの経営・技術革新を担い主導してきた
のが森村グループである。森村グループにみる
果敢な技術開発と創意的な経営展開は大変興味
深いものがあるが,その活力の源,すなわち彼
らが共有する経営理念と労働倫理こそより注目
されねばなるまい。1世紀の風雪を経ながらも,
その先進性と深さはなおみずみずしい生命力と
異彩を放っており,1世紀近 くにわたり先頭を
走り続ける長寿命の各社を創出し発展させる羅
針盤となってきたのである。
51 経済産業省中部経済産業局,前掲書,120ページ。
52 経済産業省中部経済産業局,前掲書,121ページ。
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森村グループのバックボーンになり今日もな
おアイデンティティとなっているのは,「至誠
を心とし信実を旨」とする「独立自営」の経営
理念であり,政府の援助を固辞し自主貿易を推
進して直接輸出のパイオニアなった自主独立の
精神と商魂である。しかも,そうした経営理念
の背景には,「独立自尊」を掲げる福沢諭吉のア
ドバイスがあったことを見落としてはなるまい。
福沢諭吉の先駆的な思想を,経営理念に体現し
結実させたのが森村市左衛門といえる。両者の
交流が,対米輸出を切り拓き,先駆的な経営理
念を創出し展開する礎となったのである。国家
的な大義と日々立ち返るべき労働倫理を核とす
る森村の経営理念に対し,それをしっかりと受
け止め企業展開を図った「育ての親」が大倉和
親であった。明治期に創出され育まれてきた経
営理念は,1世紀を経た今日においてもなお斬
新であり,「名古屋的経営」さらには「日本的経
営」のあり方に深い示唆を投げかけている。
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